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1.本書は,宮崎県教育委員会が平成17年度に国庫補助金を受けて実施 した,農業基盤整備事業に

伴 う発掘調査の概要報告書である。

2.調査は,文化財課主査 吉本正典,同主査 飯 田博之,同主任主事 和田理啓が担当した。調

査にあたつては,宮崎県中部農林振興局・北諸県農林振興局,関係市町村教育委員会,及び同農

政部局,土地改良区の協力を得た。

3.本書の執筆は吉本 と飯田が担当した。
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1.は じめに

宮崎県内では,各農林振興局管内において多くの農業基盤整備関連事業が実施 されている。

これに対し,県教育庁文化財課では埋蔵文化財の保護の観点から,事業実施部局 との調整を行い ,

その一環 として,平成17年度及ひ18年度以降の事業対象地を対象 とする試掘・確認調査を実施 した。

(表 1参照。 )

本報告では,それ らの うち, 4件 の調査結果についての概要を報告する。

表 1:平成17年度実施試掘・確認調査一覧

配 事 業 地 区 名 遺跡名 。所在地 調 査 期 間 調査担当

県営ふるさと農道整備事業

(さ ぎせ原地区)

法光坊第 3遺跡

宮崎市田野町法光坊
平成17年 7月 26日 ～27日 吉本正典

2
県営畑地帯総合整備事業

(仮屋原地区)

仮屋原第 3遺跡

宮崎市田野町仮屋原

平成17年 8月 3日 ,

平成18年 2月 9。 10日
吉本正典

3
県営経営体育成基盤整備事業

(跡江地区)

跡江地区遺跡

宮崎市大字跡江宇沖ノ田

イよか

平成17年 12月 2日 ,

平成18年 二月17日 ～24日
吉本正典

4
県営田園空間整備事業

(都城地区)

城瀬第 2遺跡

都城市庄内町
平成18年 1月 13日 飯田博之

5
県営経営体育成基盤整備事業

(浮堀地区)
都城市金田町

平成18年 2月 20日 ～27日

(予定)
飯田博之

6
県営農林漁業用揮発油税財源身替

農道整備事業 (船引地区)

清武町大宇船引 予 定 吉本正典
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2.県営ふるさと農道整備事業 さぎせ原地区 [法光坊第3遺跡]

(1)調査期間 平成 17年 7月 26日 (火 )・ 27日 (水 )

(2)調査地  宮崎市田野町法光坊

(3)調査面積 50ぽ

(4)調査の結果

調査対象地は,宮崎市田野町 (現在は宮崎市に編入)の市街地北東の台地一帯にあたる。

当地において,未舗装の現道を拡幅する形で農道を整備する事業が計画 された。対象地は周知の

法光坊第 2遺跡に隣接することから,試掘調査を行つたものである。

4箇所の トレンチを設定 し,重機を併用 しながら掘 り下げを行つた結果,一部を除いてアカホヤ

火山灰層が残存 してお り,付近で基本的に認められる土層の堆積が認められた。特にアカホヤ火山

灰層の下位に,当地域で縄文時代早期の遺物を包含する層が良好に堆積する状況が確認 されたが ,

赤化礫を含めて遺物は希少であり, 3ト レンチで出上 した石鏃が唯―の遺物であつた。 さらに下位

の層まで確認のための据 り下げを行つたところ,小林軽石を含む褐色土層が見 られ,黄褐色砂質土

をはさんでシラスに移行する状況が捉えられた。小林軽石を含む褐色土は上下動が激 しく,安定 し

ない堆積状況が観察できた。いずれの層からも遺物は出土 していない。

図 1:遺跡の位置

舟
■
泄

ギ
．【

， 裁
一
，，

一Ｆ
ギ
！
一
審

】
―
一■
】

,′

事、■

が

-2-



このように,当地では遺構 ,遣物が希薄な状況が提えられた。

人類の営みの痕跡が認められる。

*数字は地表面よりの深さ

T3

Ⅱ (Ah)
K「UsL

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ a

Ⅵ b

Ⅶ

ただし、わずかではあるが狩猟等

(cm)

表土・耕作土

アカホヤ火山灰

牛の歴ローム

黒褐色土 (白 斑

暗褐色土

明黄褐色土

小林軽石を含む褐色土

aよりやや黒味が強い

黄褐色砂質土.下部はシラスに

基本層序模式図

写 真 1:調 査地 全景

図 2:ト レンチ配置 と基本層序
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3.県営畑地帯整備事業 仮屋原地区 [仮屋原第3遺跡 ]

(1)調査期間 平成17年 8月 3日 (水),平 成18年 2月 9日 (木 )。 10日 (金 )

(2)調 査 地 宮崎市田野町仮屋原

(3)調査面積 90だ

(4)調査の結果

遺跡は田野町市街地の北東の台地上に立地する。遺跡地周辺は,北へ向かつて傾斜 してお り,小
河川 (松 山川)に接する。

周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが,地形から遺跡の立地する可能性があり,実際に表面に遺物

が散布する状況が確認 されていたことから, 8月 に試掘調査を実施 した。対象地内に 2× 4mの トレ

ンチを 5箇所設定 し,重機を併用 しながら掘 り下げを実施 した。その結果,表土 (I層 )中 より縄

文土器・弥生土器・石器が出土 し,またアカホヤ層下位のⅣ層 より石鏃が 1点出土している。ただ

しⅣ層については密度が低 く,判断が難 しい状況であつた。

この成果を受け, 2月 に確認調査を実施 した。 2箇所の トレンチを設定 し,掘 り下げを行った結

果,いずれの調査区においても耕作 (天 地返 し)の影響が比較的深 くまで及んでいた。 I層 中より

出土する遺物は,本来存在 したと考えられるアカホヤ層上位の包含層に含まれていたものと判断 さ

れた。またⅣ層については石鏃や赤化礫の出土が見 られるものの,密度が著 しく低い。遺跡の本体

は,よ り高位の南側一帯にあり,今 回の調査地は端部にあたるのであろう。
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トレンチ配置 と基本層序
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写真 2:調査
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写真 3:6ト レンチ



写真 4:6ト レンチ層序

写真 フ トレンチ
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4.県営経営体育成基盤整備事業 跡江地区 [跡江地区遺跡]

(1)調査期間 平成17年 12月 2日 (金),平 成 18年 1月 17日 (火 )

(2)調 査 地 宮崎市大字跡江宇沖ノ田,雀 田ほか

(3)調査面積 100r

(4)調査の結果

18日  (ラk) 。24日  (,k)

当地区の確認調査は平成 16年度にも実施 されてお り,高原スコリア (霧島山起源の火山灰層)と

推定される砂質層の下位に,古代以前の可能性のある水田耕作土層が存在することが判明している。

本年度の確認調査は,そ の結果を受け,高原スコリアとおばしき層 と,そ の下位の黒褐色土層の

確認に重点を置いた。ただ し,対象地は現在 も水田が営まれ, しばらくは耕作を続けられることか

ら,水 田基盤の掘削は必要最小限にとどめた。また掘 り下げ後間もない うちに水が湧き出し,そ の

対応に追われるなど,条件的に制約の多い調査 となつた。

調査では, 6箇所の トレンチ (約 2m× 5mを基本 とする)を設定 し,重機 と人力を併用 して掘 り

下げを行つた。ただし,付近は水田で地下水位が高 く,掘 り下げ後す ぐに水が湧き出す状況であつ

たため,水 田床土層以下の掘 り下げは最小限にとどめ,層 の把握に主眼を置いた。

図 5:遺跡の位置
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1ト レンチ と2ト レンチは,表上下約15cmの ところでⅢ層 (高原スコリア層)が検出され,そ の下

位に黒褐色土層の堆積が認められた。 この層については,自 然科学分析により水田耕作の有無を確

認 し,さ らに年代推定の材料 とするため,植物珪酸体及び火山灰分析のサンプ リングを行つた。

3ト レンチと4ト レンチでは,Ⅲ層 (高原スコリア層)が薄 く,断片的となつている。そのほかの

層の状況は, 1・ 2ト レンチと変わらない。

5ト レンチは,暗褐色土層,自色壮土層が見られた。いずれも水成層で,付近は水に洗われる環

境であつたことが判る。 自色粘土層にはアカホヤ火山灰が含まれている可能性があ り,これについ

ても火山灰分析のサンプ リングを行つている。

6ト レンチは,畑地で周囲よりも標高が高い。当初は,これが旧状での地形の高ま りに起因する

と推定していたが,掘 り下げの結果, lm近い客上が盛 られていることが判明 し,そ の下には水田耕

作上があらわれた。比較的近い時期に,か さ上げが行われたのであろう。やは り水が湧き出してき

たため,以下の掘削は中止 した。

なお,遺物は,4ト レンチより出上 した近世陶器 1点 と5ト レンチより出上 した白磁 1点のみで

あつた。

図 6:ト レンチ配置
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図 7:跡江地区遺跡土層模式図

*数字は地表面よりの深 さ (cm)

Tl ・T2 T3・ T4

I…現水田耕作土

Ⅱ…水田床土 (粘土)

Ⅲ―淡黄色砂質土 (高原スコリア)

Ⅳ…淡黒褐色土

写真 6: 調査地全景
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写真 7:1ト レンチ層序

写真 8:4ト レンチ層序



5.県営田園空間整備事業 都城地区 [城瀬第 2遺跡 ]

(1) 調査期間 平成 18年 1月 10日 (火 )

(2) 調査場所 都城市閑之尾町

(3) 調査面積 80だ

(4) 調査結果

調査対象地は庄内川沿いの段丘部にあり,周知の埋蔵文化財包蔵地 「城瀬第 2遺跡」を含んでい

る。

調査では 2本の トレンチを設定して重機により掘 り下げを行つた。御池ボラ層やアカホヤ火山灰

層の堆積はなく,ラ ミナー状の粘性層や砂,礫層の堆積が確認 された。遺構や遺物の検出もないこ

とから,工事による遺跡への影響はなく,事前の発掘調査は必要ないことが確認できた。
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写真 9:ト レンチ土層堆積状況
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